
技術概要
　遠隔習字システムでは、インターネットを介
してユーザはビデオの映像を見ながら触覚イン
タフェース装置を用いることで、反力を感じな
がら遠隔地にある別の触覚インタフェース装置
を遠隔制御して文字を書くことができる。この
ようなシステムに対して、人の知覚特性を考慮
した制御を行う。　
　　 
背景・従来技術
　ネットワークを介して触覚インタフェース装
置を使用する場合、ネットワーク遅延などによ
りユーザが感じる主観的な品質が大きく劣化す
る。これは、ネットワーク遅延が増加するほど、
利用者に提示される反力が大きくなることが原
因である。 そこで、これを避けるための制御と

して、反力計算に用いられる弾性係数をネット
ワーク遅延に応じて動的に変更する反力の適応
制御の提案をしている。
　　　
特徴
　反力の適応制御に人の知覚特性を考慮するこ
とで、ユーザーが感じる主観的な品質を更に改
善する。 ネットワーク遅延が大きく変化した場
合に、人の知覚がどのように変化するかを予測
し、その知覚に合わせて利用者に提示する反力
の大きさを変更することで、精度の高い遠隔制
御を実現する。 　
　　　　
実用化イメージ
　遠隔習字や、遠隔手術などの遠隔制御システ
ムへの適用が可能である。
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・人の知覚を考慮した遠隔制御システム・触覚インタフェース装置
共同研究を希望するテーマ利用可能な設備・装置

　人が操作するシステムの制御を行う上で、人が力をどのように知覚しているかを知ることは非常に
重要である。人の知覚を考慮したシステムを実現することで作業の精度及び効率の向上は確かなもの
だと考えられる。
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